
３

法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
三
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
前
条
第
三
項

の
申
請
書
の
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
次
の

各
号
に
掲
げ
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
申
請
者
及
び
分
割
に
よ
り
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
卸
売
の
業
務

を
承
継
す
る
法
人
に
つ
い
て
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
分
割
に
係
る
計
画
書
又
は
契
約
書
の
写
し
」

と
、
同
条
第
八
号
及
び
第
九
号
中
「
申
請
者
」
と
あ
る
の
は
「
分
割
に
よ
り
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
卸
売
の

業
務
を
承
継
す
る
法
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
届
出
書
の
提
出
又
は
第
二
項
の
報
告
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
業
務
規
程
又
は
第
二

条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
変
更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
業
務
規
程
又
は
書
類
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
三
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
前
条
第
二
項

の
申
請
書
の
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
次
の

各
号
に
掲
げ
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
申
請
者
及
び
合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ

る
法
人
に
つ
い
て
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
合
併
に
係
る
契
約
書
の
写
し
」
と
、
同
条
第
八
号
及
び
第

九
号
中
「
申
請
者
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
中
央
卸
売
市
場
の
休
止
又
は
廃
止
の
通
知
及
び
届
出
）

（
保
証
金
）

第
十
四
条

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
休
止
又
は
廃
止
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の

理
由
を
中
央
卸
売
市
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切

な
方
法
に
よ
り
公
表
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
休
止
又
は
廃
止
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
る

届
出
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
保
証
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
取
扱
品
目
の
部
類
ご
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
開
設
者
が
業
務
規
程
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

青
果
部

百
二
十
万
円
以
上
千
六
百
万
円
以
下

二

水
産
物
部

百
二
十
万
円
以
上
二
千
四
百
万
円
以
下

三

食
肉
部

二
百
万
円
以
上
千
二
百
万
円
以
下

四

加
工
食
料
品
部

百
二
十
万
円
以
上
四
百
万
円
以
下

五

花
き
部

百
二
十
万
円
以
上
千
二
百
万
円
以
下

（
地
方
卸
売
市
場
の
認
定
申
請
に
係
る
届
出
）

（
保
証
金
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
有
価
証
券
の
範
囲
）

第
十
五
条

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
後
速
や
か
に
、
別

記
様
式
第
六
号
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
有
価
証
券
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券

と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、
開
設
者
が
業
務
規
程
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。

一

日
本
銀
行
が
発
行
す
る
出
資
証
券

二

特
別
の
法
律
に
よ
り
法
人
が
発
行
す
る
債
券

三

金
融
商
品
取
引
所
が
開
設
す
る
市
場
に
お
い
て
売
買
取
引
さ
れ
て
い
る
株
券

四

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
に
よ
る
銀
行
が
発
行
す
る
株
券
（
前
号
の
株
券
を
除
く
。）

五

第
三
号
に
掲
げ
る
株
券
を
発
行
す
る
会
社
が
発
行
す
る
社
債
券

六

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
投
資
信
託
に
係
る
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
受
益
証
券
及
び
貸
付
信
託
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

百
九
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
受
益
証
券

（
中
央
卸
売
市
場
の
運
営
状
況
の
報
告
）

（
保
証
金
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
有
価
証
券
の
価
額
）

第
十
六
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
度
経
過
後
四
月
以
内
に
、
別
記
様
式
第
七
号
に

よ
る
報
告
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
当
該
中
央
卸
売
市
場
の
卸
売
業
者
の
最
新
の
法
第
四
条
第
五
項
第
五
号
の
表
の
六
の

項

の
事
業
報
告
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
有
価
証
券
を
保
証
金
に
充
て
る
場
合
に
お
け
る
当
該
有
価
証

券
の
価
格
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
以
下
に
お
い

て
、
開
設
者
が
業
務
規
程
で
定
め
る
額
と
す
る
。

一

国
債
証
券
、
地
方
債
証
券
又
は
政
府
が
そ
の
債
券
に
つ
い
て
保
証
契
約
を
し
た
債
券

そ
の
額
面
金
額
に

相
当
す
る
額
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